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～タイトル「玉燈」によせて～

「玉」は立派なものに磨きあげる、「燈」は教え、照らすを表し、

「子どもへの愛育」と「情熱に満ち溢れる教師道」をイメージし

ています。また、「玉燈」は、郷土の先人 國友一貫斎の代表的発

明品としても知られています。 

 

長浜市では、『誰一人取り残さない教育の実

現』を目指し教育活動を展開してきています。

そこには「未来をになう長浜っ子」に育みたい

資質・能力として、子ども一人ひとりが主体的

に学び「真の学力」を身につけることによっ

て、予測困難な社会を自らの力でたくましく生

き抜いていってほしいという強い願いが込めら

れています。 

 
↑「真の学力」向上をめざすロードマップより 

真の学力を身に着けるためには「教科等で身

に付ける力」と「学びに向う力」つまり、「認

知能力」と「非認知能力」とが協働して発達し

ていけるかが大きな鍵を握っています。両能力

が相互に連携して働き、それぞれの能力を十分

に発揮することが一人ひとりの自己実現、ウェ

ルビーイングにつながることになり、どちらも

疎かにできるものではありません。 

今後、社会の状況がどのように変化していく

かは、誰にもわかりません。世界規模、地球規

模で考える時代でもあり、いっそう不透明で

す。そんな時代だからこそ、子どもたちがどん

な環境で、どんな局面に立たされても、自分で

問題を見つけ、それをどうやって解決していけ

ばいいのかを考えて行動する力を持ち合わせて

いなければ、前に進むことができません。 

さらに、一人でそれに挑むのではなく、他

の人と共に取り組む力が不可欠になります。 

そして、その前提として、折れてもまた立

ち直れる心（レジリエンス）の育成が大切な

のではないかと感じています。これからの時

代を生きていくためには、逆境に対する精神

的回復力、自発的治癒力、ストレスに対抗し

再起する力、折れても再生する心、改めて

「失敗こそ前進」だと伝えていかなければな

らないと思います。 

レジリエンスを構成する要素は 6つあり、

これらを意識して育てることが大切です。 

① 自己認識･･･自分を構成する要素（感情、

思考、強み・弱み、価値観、目標・夢な

ど）を知ること 

② 自制心･･･様々な状況、環境に応じて、自

分の感情や思考をコントロールすること 

③ 楽観性･･･未来を良いものにすることが自

分にはできるという前向きなスタンス 

④ 精神的敏捷性･･･物事を多面的に捉え、冷

静に思考し、速やかに対処法を考えること 

⑤ 自己効力感･･･自分はできる可能性を有し

ていることを認識すること、自分への信頼

感を高めること 

⑥ つながり･･･自分を支えてくれる他者の存

在を認識し、精神的支えとなる思想信念な

どを育むこと 

 これらの要素を育てるチャンスは家庭生活

の中だけでなく、学校園生活の中、授業・保

育の中にもたくさんあるのではないでしょう

か。豊富な学びや体験を提供したいもので

す。小さな挑戦の繰り返しの中での、成功の

喜びや失敗の体験を通して「逆境に負けな

い、折れても、何度でも立ち直れるしなやか

な心」を育てたいと思います。 

レジリエンスを育てる 
長浜市教育委員会事務局 

教育センター所長 杉本 義明 



 元���英中�・�等��� ⼯� �⼀   先⽣
 
 ご�⽤の中、昨年度に�き�き�����員のためにご��いた
だきました。「主体性」と「⾃主性」の�いや、��員として、�
どもたちや保�者にどのような��が⼤切であるかを�体例を�え
てご�⽰いただきました。�に、「受けて立つな、�に立て」「決し
て責めるな、�に立て」という�葉が��に�っています。トラブ
ルさえも�どもたちの⾃律の�びへとつなげる��と捉え、児�・
⽣徒、保�者との�頼��をより�める成�の場としていくことの
⼤切さを��しました。
 �回の��を�じて、「�師主�の��」から「�ども主体の�
び」へと��する重�性を再�識するとともに、従来の��の在り
�に疑問を持ち、�たな未来を切り拓く�点を得ることができまし
た。⽊��⼩�� �⽊ �也 ��先⽣より「���の�どもたち
の未来のために、��員⼀�ひとりが主体性と当事者�識を持ち、
共に挑戦し�けましょう。」という⼒�いお�葉をいただきまし
た。

�����
�どもの⾃律を�える����
〜⽣徒指�の⼿�・保�者��〜

研�・研��より

令和６年度 �����研�発�⼤�
 ２⽉１９⽇（�）に��不良のため、��オンラインでの
研�発�⼤�を開�しました。��からもご��いただき、
盛⼤な⼤�が�現しました。ありがとうございました。現在
���内��員向けに当⽇の��内�と、��として「知っ
ておくべき�的な��」「不��への��」オンデマンド配
�を開�しています。ぜひ、��ご�ください。

・⾃�の「当たり前」に捉われずに、柔�な�点から�どもたちを⾒�り、�援の仕�を�えていくことを�    
 識したいです。

アンケートより

・トラブル��の仕�、�き�りの仕�、保�者への電���など、�体的に�していただいたので、共�す
 るところがたくさんありました。�を�きながら⽬に�かぶ児�や保�者さんもあり、これからの��につ
 いて、「�援する」ということを�識して�わっていきたいと思いました。

・⽣徒指�に苦⼿�識があったのですが、⾃�の中で、�までで⼀�の�得�を得られたように思います。
 とても��になりました。

・�までの⾃�なりの���が良い�味で覆った。��を重ねる中で知らずにこだわっていたところ、当たり
 前のように��していたことが�は�どもたちにとってはマイナスに働いていたことを知ることができた。
 ⾃�のエゴではなく、�り�うとはどのようなことか、�めて�えることができた。保�者や�どもたちの
 �に立って、⼀�に未来を�⾒ていきたい。

⽊��⼩��
�⽊ �也 ��先⽣

�⽥ 恭� ���



研�・研��より

令和６年度 �����賞

受賞された先⽣�（�省略）

 末尾ながら、�年度研�にご��いただいた先⽣�、�����賞にご�募いただいた先⽣�、
研�をはじめ�事業でご協⼒いただいた先⽣�、そして、�⼤なるサポートをいただいた�理�の
先⽣�に�よりお�申し上げます。��とも当センターの研�・研�事業に�しご�援を賜ります
ようよろしくお願いいたします。

 �年度は�内��から33�の�募をいただきました。
「����」「����」「����」「授業��」「�
�指�」など�々な�野においての研�が⾒られました。
「構成⼒」「�現⼒」「研�内�の��度」など１１の�
点から�正に�査させていただき、１１�の先⽣�が��
されました。
 ご�告いただいた論�は、先⽣�の現場での�題�識に
基づく、�晴らしい内�でした。⽇々⾃⼰研�と��を重
ねておられることに��を�します。
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びわ��こども�
代� 池野 辰哉

�を動かし⾃�事で�え�す��科授業と、
�え・�論する児�の�び�う�を⽬指して
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優�賞

個����⾨
�賞

⾃⼰肯��をはぐくむ����
〜「できた」「�められた」が�がる��〜

未来を切り拓く⼒を�む

⾃ら�ぼうとする�どもの��を�える

����の�立と����の向上を�る
              ��的研�

Qubenaの活⽤と��成果についての��

『�頭の「働き��⾰」と 「働きがい」の
 ための��的研�』

「�かった�」「できた�」と��できる
 算�科��

国�科の授業��に�する研�
〜⾃�の思いを�切な�葉を使って書き�し、�え�う⼒の向上〜

ユース��⾨
�賞

わくわくと�動かし、主体的に�ぶ�を
めざして

�照⼩��
古� あゆみ

�どもの「やりたい」を�き�す算�科の
授業

�照⼩��
�  ⼤成



��相��
発��援グループ

 �年度、こどもサポートルームなないろには５４�（⼩１７�・
中３７�）の��⽣が�ってくれました。また別�サポートとし
て、１０�の児�⽣徒への�援として��に�向き、�どもたちと
��との�わりに�わらせていただきました。�どもたちは、保�
者のみなさまの励ましの中で気持ちの��をはかり、活動を��す
ることができました。また、�どもたちが��復�を果たしたり、
あらゆる⾯で成�したりすることができたのは、��の先⽣�の温
かな�わりのおかげです。ありがとうございました。

��相��
���援グループ

 �年度は�しい�り�みとして、なないろDAYを��しまし
た。��⽣同⼠が⼩さな�団の中で�流を�ることを⽬的とし
て、�１０回、のべ４４�の児�⽣徒が��しました。
 また、２⽉には、体�なないろDAYとして、��に⾏きにくさ
を�える�内⼩中�⽣を��としたイベントを��しました。�
�の保�者さまからは「こんな場�があるとは知らなかった。体
�できて良かったです。」との声をいただきました。

 �⼀��り�すことのない��に向けて、こどもサポートルー
ムなないろが��な�びの⼀助となるよう�り�んで�ります。
来年度も��の先⽣�や保�者のみなさまとともに、�どもたち
の�るい未来に向かって共に�めるグループを⽬指します。

・�⽬されようとわざと⾛り回る
・相⼿が�いと⾃⼰正当�する
・�筆や消しゴムなどを�める
・�に��ぶ
・��に�わない服�(夏でも��)
・�いところに�る
・暴�を吐く

   発��援グループでは、�どもの��、�査、コンサル
テーションや��相�などを�して、たくさんの�どもた
ちや先⽣、保�者の�々と�わらせていただいています。
ケースにより相�内�は�々ですが、��よく相�をお受
けするケースに�どものこのような�性が⾒られます。

  これらは、愛���、愛�の問題が��しているアセスメントの項⽬から抜粋したものです。
  発���については専⾨�も�く、��においても��の�徴を踏まえた��的�援が⾏われ、
�療的�援とも��がなされています。上�の⾏動は⼀⾒、発���が背�にあると捉えられがち
ですが、愛�との��はないかということについても⼗�にアセスメントし、�援のあり�を�え
ていかなければなりません。�どもの気になる⾏動が愛���への��の仕�で�和することもよ
くあることです。
   �どもの気になる⾏動が⾒られたら、�別�援コーディネーターを中�に�内の�援員�を開
き、できるだけ�くの情�を�めてアセスメントすることが⼤切です。よりよい�援を⼀�に�え
ていきたいと思いますので、必�に�じて��センターにも相�していただければと思います。
   �年度もたくさんのご理�、ご協⼒をありがとうございました。

�内�援�員�で…
・����、⽣い立ち、�での⽣活等の情�を⼤切に。
・これまでの�査�果があるならば、�査�果をもとに
 �援��の⾒�しを。
・どのような�援�どのような指��更に何か�査が
 必��     ⼀�に�えていきましょう。
                   ぜひご相�を�

等

�⼀��り�すことのない��に向けて


